
第２４３回 JMRC 中部運営委員会報告書 

日時：2015 年９月１日 20:00~22:00 

場所：名古屋市昭和区福江 JAF 中部本部３F ミーティングルーム 

《出席者》 

運営委員長 鈴木 隆史 出席 運営委員 後藤 康次 出席 

副運営委員長 嶽下 宗男 出席 運営委員 米谷 展生 出席 

事務局長 村瀬 秋男 出席 運営委員 小出 正則 出席 

運営委員 石井 公久 出席 運営委員 増田 好洋 欠席 

運営委員 稲葉 憲ニ 出席 運営委員 福田 淳三 出席 

運営委員 岡野 勝仁 欠席 運営委員 山崎 利博 出席 

運営委員 金子 敏邦 出席 事務局次長 寺崎 誠治 出席 

運営委員 川崎 裕行 欠席 JAF 中部本部 金澤 勇人 出席 

運営委員 菅野 秀昭 欠席 書 記 河田 富美男 出席 

運営委員 武山 策彌 出席    

会議に先立ち、鈴木運営委員長の挨拶の後、嶽下副運営委員長を議長として会議を開始した。 

《議題》 

 各部会連絡事項 

 来年度運営委員長・服運営委員長の選出 

 

《議事録》 

議題 各部会報告 

担当 各部会長 

決議 報告のみ ・ 承認 ・ 却下 ・ 継続審議 ・ その他 

内容 <ジムカーナ> 

 イベント報告、参加台数は昨年度より微減 

 主催者会議を開催、カレンダー調整を行った 

 西フェス会議開催、来年は中部で開催 

<ダートラ> 

 8 月に第 3 回部会開催 

 イベント報告、第 7 戦は全日本今庄前もあり最高の参加台数となった 

 選手権規定の変更→ SAX 車両追加 （地方選手権、東海・北陸 Sr） 

 運営委員会にて承認 

 マフラールールについて、保安基準適合品への社外マフラーの使用を許可するル

ールに変更したい 

 運営委員会にて承認 



 カレンダー事前調整 

 選手権８戦、東海４戦、北陸７戦 

 来年度は池の平にて２戦 

<ラリー> 

 ８月２２日に部会開催 

 カレンダー調整、全日本戦との調整も含めて９月に決定 

 来年度共通規則 

 RPN を含めて３クラスに統合する 

 国内競技規則の変更を含めて１１月に提示 

 ８月３０日中部近畿（丹後ラリー） 

 中部は微増だけど近畿が微減 

 中部チャレンジシリーズからステップアップ 

 全国ラリー振興事業が７月１５日に開催 

 オールスターラリーの準備進捗説明 

 TRD ラリーと JMRC 戦とのコラボレーションについて協議した 

 今後継続して検討 

<レース>  

 特になし 

<支部連絡会> 

 支部連絡会終了の連絡をした 

<全国スピード部会> 

 SAX 車両を追加した 

<総務> 

 代表者会議議事録確認 

 JMRC 中部スポーツ安全保険加入支援規定、互助会規定について、代表者会議で

の指摘部分について見直・修正を行った 

<事業企画> 

 ２０１６MSday のタイムテーブル案を確認した 

 表彰式への招待 

 シリーズ６位まで(平均参加台数１０台未満の場合は３位)を招待 

 サーキット走行会も開催 

 MS-Day、走行会の告知をできる限り早く行いたい（HP 上に掲載） 

  

<事務局> 

 全国部会へ金子（ラリー）、山崎（スピード）、川崎（技術）の３名を推薦 

 運営委員会にて承認 



 共済会適用申請 

 入院４日、通院５日での申請 

 入院の 4日を通院 4日として９日間の通院として共済会¥1,500×9日

にて給付 

 運営委員会にて承認 

 JMRC 印の間違い 

 訂正版を送付 

 ラリー互助会について 

 対象外のイベントでの申し込みがあったが、本人に説明して差し戻した 

<JMRC 全国会議> 

 各地区でオートテストが開催されている 

<JAF> 

 オートテストを１０月１７日に開催予定（めいほう）、１０月の JAF メイトに掲

載予定 

 カレンダー調整会議：９月１２日 小牧勤労センター 

 ダートラ：９時半 

 ジムカーナ：１０時半 

 ラリー：１１時半 

 

次回運営委員会： 11 月 4 日（水） 

アクションプ

ラン 

 

担当  

 

  



 

議題 運営委員長・副運営委員長選挙 

担当 事務局・総務 

決議 報告のみ ・ 承認 ・ 却下 ・ 継続審議 ・ その他 

内容  

８月末までの立候補募ったが立候補なし、以下のメンバーを無投票にて選出 

運営委員長：鈴木 隆史 

副運営委員長：勝田 照夫、嶽下 宗男 

 

 

アクションプ

ラン 

三役においては、早急に人事、事業計画および予算案を策定願いたい 

 

担当  

 

以上 

報告：総務広報委員会 

 


